
図面番号 図面名称

A-

A-

A-

A-

12

13

14

15

分電盤結線図・参考寸法図

油庫式燃料タンク参考姿図・配管配線系統図

非常予備発電装置仕様書・参考姿図

電力引込設備改修図（改修前後）

照明器具姿図・投光器照射角度図

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事【着手日選択型】

図面番号 図面名称

付近見取図

共通特記仕様書

電気工事特記仕様書

共-01

共-02

共-03

共-04

A-

06

A-

07

A-

08

A-

09

A-

10

A-

11

A-

A-

A-

A-

現況配置図

図面名称

建築・電気工事特記仕様書 1

建築・電気工事特記仕様書 2

04

03

02

01

05

A-

共-05

計画配置図

仮設計画図

各照明高さ計画図

ボーリング位置図

ボーリング柱状図 1

ボーリング柱状図 2

照明鉄塔 NO.1 基礎配筋図

照明鉄塔 NO.2 基礎配筋図

照明鉄塔 NO.3 基礎配筋図

照明鉄塔 NO.4 基礎配筋図

杭設計施工標準

改修前舗装配置図、詳細図

改修後舗装配置図、詳細図

防風柵詳細図 1

E- キュービクル単線結線図・参考姿図01

02

03

04

05

06

E-

E-

E-

E-

E-

E-

E-

E-

E-

07

08

09

10

E- 13

E- 14

E- 15

E- 16

E- 17

E- 18

E- 19

E- 20

E- 21

E- 22

E- 23

照明塔 NO.1 投光器取付詳細図

照明塔 NO.2 投光器取付詳細図

照明塔 NO.3 投光器取付詳細図

照明塔 NO.4 投光器取付詳細図

照明塔 NO.1~4 電灯配線図

雷保護設備 機器詳細図

雷保護設備 平面図

雷保護設備 強度計算書

照明鉄塔 NO.1 全体図

照明鉄塔 NO.2 全体図

照明鉄塔 NO.3 全体図

照明鉄塔 NO.4 全体図

照明鉄塔 架台詳細図(15灯用)

照明鉄塔 架台詳細図(21灯用)

照明鉄塔 溶接基準図 1

照明鉄塔 溶接基準図 2

E- 12

雷保護設備 立面図

図面番号

既存防球ネット取外し再設置詳細図

A- 16

A- 17

防風柵詳細図 2

E- 11



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

共-01令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

共通特記仕様書

A2:100 ％

A3:70.7％

工事概要

共通仕様書

1. 工事名称

2. 工事場所

4. 工事区分 建築工事 一式

令和７年度 蛇王運動公園 野球場照明設備新設工事

徳島県海部郡海陽町浅川字西福良

電気設備工事 一式

3. 工事概要 野球場照明設備新設工事（照明鉄塔共）

上記に伴う電気設備改修工事

上記に伴う建築改修工事

1章　一般共通事項 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、総て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記による。

◎工事現場の安全衛生管理については、労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。

◎受注者は、重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛けの作業を含む。） 又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業

　 及びシート外しの作業を含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。

◎受注者は、機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は、当該作業を指揮する者を定め、指揮者の合図により行わなければならない。

　 また、作業状況について、写真等の資料を整備及び保管し、監督員の請求があったときは、直ちに提示しなければならない。

◎受注者は、輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため、重機回送時の高さ、移動式クレーンブームの格納、ダンプトラックの架台の下ろし等について、

　 走行前に複数の作業員により確認しなければならない。

◎休日、夜間に作業を行なう時は、事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。

　 車両を原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。

◎受注者はトラック(クレーン装置付)を使用する場合は、上空施設への接触事故防止装置(ブームの格納忘れを防止(警報)する装置、ブームの高さを制限する装置等)付きの

　・　建築物解体工事共通仕様書（平成31年版）・同解説　令和2年版

　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）

　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版

　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版

　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版

　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版

　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版

また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。

① 建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）

③ 電気設備工事監理指針（令和4年版）

② 建築改修工事監理指針（令和4年版）

　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）

　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）

1.適用基準

2.優先順位 設計図書の優先順位は，次の順とする。

　

② 補足説明書

③ 特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）

④ 図面

⑤ 公共建築工事標準仕様書等

① 質問回答書（②から⑤に対するもの）　

3.工程表 受注者は，契約書に基づく工程表を、すみやかに提出し工事に着手すること、

◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。4.施工計画書等

◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。

◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。

5.電気保安技術者等 ◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監督員の承諾を受けること。技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識

　 ・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任

　及び経験を有する者とする。

　 ・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有する者とする。

◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。

6.施工中の安全確保

　

　建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係法令に従い適切に処理すること。

　大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示第496号）,

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規制法,

　

◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周知徹底すること。

◎工事現場における現場代理人、監理技術者、主任技術者の確認のため、名札を着用すること。

　 名札には現場代理人,監理技術者,主任技術者の別,氏名,会社名,工事名を記載し,顔写真を添付すること。

◎受注者は、工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物(給排水, ガス管, その他地下埋設物等)について（仮囲い等仮設材設置を含む）工事着手

　 までに調査を行い、「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから工事着手すること。

◎地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘を行い、当該埋設物の種類、位置（平面･深さ）規格、構造等を確認しなければならない。

◎受注者は、工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し、支障を及ぼさないような措置を施さなければならない。万一、損傷を与えた場合は、受注者

　 の負担でその都度補修又は補償すること。

11.建設機械等

著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。

ただし, 同規程に記載されていない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定された建設機械を現場に供給するのが

現場代理人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。

本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。

◎低騒音・低振動型建設機械

現場代理人は施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。

建設機械と同等とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合,

実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型

建設機械とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で

本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型

◎排出ガス対策型建設機械

また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。

　 受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。

◎不正軽油の使用禁止

◎特定自主検査

本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し,

その検査証明書（検査記録表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。

12. 工事看板等

◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木製品を優先して使用するよう努めなければならない。

◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。

区分

着工前

工事中

竣工

カラー・手札版又はサービスサイズ

カラー・手札版又はサービスサイズ

カラー・手札版又はサービスサイズ

分類・規格

13.完成図等

◎工事写真の撮影は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。

◎提出書類

　・竣工図(製本3部、電子データ2部)( A4 ・ A3 ・ A2 ・ 原図版 )

　・保全に関する資料

◎竣工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。竣工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，CAD形式をCD-Rに保存する。

指示部数

提出部数

指示部数

指示部数

　・工事写真（写真帳１部（　・着手前　・　完成写真　），電子データ２部）

　・使用材料一覧表(4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付）,電子データ2部）

◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資材, 施工状況の順に整理する。

完成写真については, 工事目的物の状態が,資材, 施工状況等については，不可視部分の出来形が写真で的確に確認できること。

◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。

2章 仮設工事

1.一般事項 ◎着工に先立ち、敷地境界、既存構造物及び地下埋設物の確認、近隣構築物の現状確認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認し、監督員に報告すること、

2.ベンチマーク

　

◎設計GL(BM)の設定は図示による。ただし、監督員の指示により決定する。

3.仮囲い ◎仕様：ガードフェンス H=1.8m、Ｌ＝図示

4.監督員事務所 ◎監督員事務所は( 設ける ・ 設けない )

5.工事用用水、電力等

　ただし、施設管理者と協議すること。

◎既存電力利用( 出来る ・ 出来ない ), 電力料金( 有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ 出来ない ), 用水料金( 有償 ・ 無償 )

　ただし、施設管理者と協議すること。

◎保険終期 　工事完成期日に１４日を加えた期日とする。

　なお、工事延伸した場合には、保険の期間も延長すること。

◎その他 (1)建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

(2)付保する時期以降に出来高払いを行う場合は、受注者は保険契約の証券の写しを出来高払いの書類に添付すること。

◎付保する時期及び金額 　鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、請負金額相当額を付保する。

　また、模様替え工事等については、工事着手時に請負金額相当額を付保する。

14.火災保険 ◎対象物 　工事目的物及び検査済材料（支給材料を含む）について付保すること。

16.技能士の適用 ◎技能士の適用については、活用を図るよう努めることとする。

　技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし、資格を証明する資料を、監督員に提出すること。

　技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

　 技能士は，氏名，検定職種，技能士番号等県が指定した内容を記載した名札等により，資格を明示するものとする。

15.交通誘導警備員

交通誘導警備員については、警備業法に基づく警備員とし、図示する場所に180日間配置すること。

・本工事は、警備員等の検定等に関する規則第１条第４号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

（義務付けられている。・義務付けられていない。）

・受注者は、「交通誘導警備員勤務実績調査書」を作成し、勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、一月毎に監督員へ１部提出しなければならない。

・警備業法を遵守するとともに，受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。

・配置された検定合格警備員は，業務に従事している間は，合格証明書を携帯し、かつ、監督員等 の請求があるときは,これを掲示すること。

・警備員は、延20人(うち検定合格警備員0人)を見込んでいる。

・受注者は、発注者が行う交通誘導警備員勤務実態調査の実施に協力しなければならない。また、対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は、

当該下請負工事（当該下請工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

◎交通誘導警備員

◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の

　 保管状況等についても併せて確認すること。

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意すること。

◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく対応すること。

7.交通安全管理 ◎輸送災害の防止

受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法,

輸送担当業者,交通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路

与えにある既設構造物に対して損害をるおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員に報告しなければならない。

◎過積載による違法運行の防止

受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者を指導すること。

　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと

　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと

　 ・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと

・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害さないこと

・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる場合がある

8.発生材の処理等

9.材料・製品等 ◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。

ただし，設計図書に定めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。

◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品の仕様及び指定工法による。

10.施工 ◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。

◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督員の出向いた時，問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。

◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。

　 また，その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。

◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。

手直し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。

◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。

◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。

◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。

◎発生材の処理等は，次により適正に行う。

(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，報告及び引き渡しを要する。

既存照明設備改修工事
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◎周辺の状況、土質、地下水の状態等に適した工法を採用し、工事中の異常沈下、法面の滑動、その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な処置をすること。

◎敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し支障がないようにすること。

◎根切り底は、地盤をかく乱しないよう、手作業（深さ３０㎝程度）とするか，バケットに特殊アタッチメント

◎工事に支障を及ぼす雨水、わき水等は、適正な排水溝、集水ます等を設置し、支障がないようにすること。

1.根切り

2.排水

　を取りつけた機械堀りとする。なお，かく乱した場合は，自然地盤と同等以上の強度となるように適切な処置を定め，監督職員の承諾を受ける。

1章 土工事

3.埋め戻し ◎使用土は（Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種）とし、機器により締め固める。

4.地均し ◎建物の周囲，幅２ｍ程度を，水はけよく地均しを行う。

◎地均しは，均しを行う地表面の不陸を修正し，草木の除去及び清掃をして，一様にかき均した後，仕上げ面を一様になじみ起こしをして，良質土をまきかけ，歩行に耐えうる

◎余盛りは，土質に応じ監督員と協議の上，余盛り高さを決定すること。

及び盛土

　 程度に締め固める。

5.建設発生土・風化岩 ◎場外搬出適正処分とする。

◎根切り部の風化岩は、全て適正処分を行う。の処理

◎風化岩部の根切りは、十分注意し使用重機を選定すること。

◎風化岩の根切り部の埋め戻しは、他の場所のB種根切り土を使用すること。

6.山留め ◎法面施工とする( 素堀り ・ 多段式 )

6.配筋検査 ◎主要な配筋は，コンクリート打ち込みに先立ち，種類，径，数量，かぶり，間隔，位置等について，監督職員の検査を受ける。

5.帯筋 ◎形の種別は構造図による。

4.鉄筋のかぶり
厚さ及び間隔

◎柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、標仕表5.3.6の数値に10mmを加えた数値を標準とする。

◎目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。

◎各部の配筋は、図示による。図示されていない場合は、標仕仕様書による。

◎杭基礎の場合のかぶりの厚さは, 杭天端からとする.

2.材料試験 ◎材料試験は行わない。

　ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること

3.鉄筋の継手及び

定着

3章 鉄筋工事

1.材料

19SD345

SD295

種類の記号 径(mm)

10、13、16

規格番号 規格名称

JIS G 3112 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼JIS G 3112

　 ものとする。

◎鉄筋の継手は、（重ね継手、D19以上はガス圧接継手、特殊継手）とする。

◎結束線の端部は内側に折り曲げる。

◎スラブのスペーサーは鋼製を原則とし、他の箇所についても材種等について監督員の承諾を得ること。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行った

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による。

◎鉄筋の継手位置は図示による。

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

4章 コンクリート工事

1.一般事項

◎設計基準強度

◎コンクリートの強度試験

◎構造体コンクリートの調合管理強度は，設計基準強度（Fc）に構造体強度補正値（S）を加えた値とする。なお，構造体強度補正値（S）は，標仕表6.3.2

　 によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢28日までの予想平均気温に応じて定める。

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、標仕表6.2.3による。

◎合板せき板を用いる打ち放し仕上げの種別は、（Ａ，Ｂ，Ｃ）種とする。

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは、標仕表6.2.5による。

2.コンクリートの
仕上がり

3.普通 ◎セメントの種類は、（普通ポルトランドセメント・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライアッシュセメントB種 )とする。

◎コンクリート中の塩化物量は、0.30kg/m３以下とし、試験方法は標仕6.5.4による。

◎所要空気量は4.5％±1.5％とする。

◎骨材は，標仕6.3.1（2）による。

◎細骨材に含まれる塩化物量は，ＮaＣl換算で０.０４％以下とする。

◎細骨材としてフェロニッケルスラグを使用（できる、できない）。

◎試練りは（行う・行わない）

　

◎受注者は、コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため、次の３つの対策の中のいずれか１つについて確認をとらなければならない。

１）コンクリート中のアルカリ総量の抑制

アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート１ｍ３に含まれるアルカリ総量をＮａ２Ｏ換算で３．０kg以下にする。

２）抑制効果のある混合セメント等の使用

JIS Ｒ 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［Ｂ種またはＣ種］あるいはJIS Ｒ 5213フライアッシュセメントに適合するフライアッシュセメント

［Ｂ種またはＣ種］、もしくは混和材をポルトランドセメントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

３）安全と認められる骨材の使用

骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法またはモルタルバー法）の結果で無害と確認された骨材を使用する。

試験方法は、JIS Ａ 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）またはJIS Ａ 5308（レディミクストコンクリート）の付属書７「骨材の

アルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」、JIS Ａ 1146骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）またはJIS Ａ 5308（レディ

ミクストコンクリート）の付属書８「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）」による。

◎混和材料は標仕6.3.1（4）によることとし，監督員の承諾を受けること。

コンクリート

　コンクリートの強度試験については, 次のとおり取扱うものとする。

・第4週強度確認

なお, 試験機関を選定した際には, すみやかに監督員に報告すること。

原則, 公共試験機関にて, 主任技術者又は現場代理人立会いの上, 行うこと。ただし, 公共試験機関以外で行う場合は, 工事監理者又は監督員立会いの上, 行うこととする。

設計基準強度Fc
適用箇所

強度試験

の有無

スランプ

(N/mm2) (cm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ

普通

調合管理強度Fn

(N/mm2)

15 無 捨てコン、フェンス基礎、縁石コンクリート、街路灯基礎普通 18 18

の種類
種別

Ⅰ類

気乾単位

容積重量(t/m３)

2.3t/m3程度

21 21+(3~6) 15 有 Ⅰ類 2.3t/m3程度 照明鉄塔基礎、キュービクル・発電機基礎

◎コンクリートの種別

　・Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308への適合したコンクリート）

◎工事開始に先立ち、工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。4.レディミクストコン
クリート工場の指定

建築・電気工事仕様書

2章 地業工事

・締固めは、ランマ－３回突き、振動コンパクタ－２回締め又は振動ローラー締めとする。締固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均しをする。

2.砂利・砂及び
捨コンクリート
地業等

◎材料は、市場品とする。

◎砂利及び砂地業

・厚さが３００mmを越える場合は、３００mmごとに締固めを行う。

・砂利は、（切込砂利・切込砕石・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ）とする。

◎締め固め機械の選定に当たっては、地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。

◎捨コンクリ－トは、無筋コンクリ－ト（スランプ１５㎝、設計基準強度１８Ｎ／mm２）とし、厚さは、100mmとする。

1.支持力及び支持地盤 ◎支持層の確認は, 掘削した土砂・岩を確認し, 監督員の承認を受けること。
の確認

種別 使用部位 厚さ 粒度範囲

切込砕石 照明鉄塔基礎 図面参照 C30

インターロッキング舗装、フェンス基礎、キュービクル・発電機・街路塔基礎、縁石コンクリート 図面参照 RC30再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

アスファルト舗装 図面参照 RC40再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

◎型枠は，（県産木製型枠・合板・金属製・樹脂製・打込み型枠・ブロック）とする。5.型枠

6.無筋 ◎無筋コンクリ‐トは、次の場合に適用する。

・捨コンクリ‐ト

・補強筋を必要としないコンクリート

◎適用箇所：捨てコン

コンクリ－ト

◎設計基準強度（18）N/mm2　，スランプ（15）cm

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質

打放し仕上げ部なし

厚さ

上記以外なし 12mm

12mm標仕6.8.2（2)(イ)に準じる

普通型枠程度 合板標仕6.8.2（2)(イ)に準じる

打放し型枠B種

適用箇所

合板

・照明鉄塔NO.2のベースは、普通型枠とする。
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3.材料試験等 ◎JIS規格品は、材料試験を行わない。

　ただし、規格証明書を提出し承諾を受けること。

4.工作一般

◎鉄骨の製作精度は、標仕7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる。

◎仮設のため、鉄骨に補助材等を取り付け及び貫通孔等を設ける場合は、工場溶接 を原則とし、現場溶接となる場合は監督員の承諾を得ること。

◎仮組を（実施する、実施しない）

◎高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等は図示による。

◎床書き現寸図は作成（する・しない）。

5.高力ボルト接合 ◎すべり係数試験は（行う・行わない）。

上記の方法により確認できない場合は，すべり係数試験(サンプル試験)を行い，すべり係数値0.45以上を確認すること。

◎確認試験の数量は，呼び径ごとに代表ロットを選び，その中から任意に取り出した５セットとする。

◎ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ又はｸﾞﾘｯﾄﾌﾞﾗｽﾄにより摩擦面の表面粗度を５０μｍＲz以上確保する場合の表面粗度の確認方法は次のいずれかによる。

1)表面粗度測定機による測定

2)ﾌﾞﾗｽﾄ機器の性能表による確認

3)ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄ販売元からの表面粗度検査結果証明書による確認

◎締付け施工法の確認は,ＪＡＳＳ６ ６.３〔締付け施工法の確認〕に準じる。

◎板厚方向の引張試験を（行う、行わない）。

◎トルシア形高力ボルトは，軸力の確認試験を（行う・行わない）。

H12建告第1464号第二号イ(１)(２)のただし　書きによる補強は、「突き合わせ継手の食い違いのずれの検査・補強マニュアル」による。

◎柱底均しモルタルは無収縮モルタルとする。

・セメントは，JIS R 5210による普通又は早強ポルトランドセメントとする。

・混和材は，セメント系(酸化カルシウム，カルシウムサルファルミート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

・砂，配合比等は，製造所の仕様による。

・無収縮モルタルの品質及び試験方法は，標仕表7.2.6による。

◎構造用アンカーボルトの材質は(SNR400B)とする。

◎溶接材料は, 母材の種類, 寸法及び溶接条件に相応したもので, 製作工場の通常使用のものとする。

◎高力ボルトは, ( JIS形高力ボルト2種 ・ トルシア形高力ボルト2種 ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト )とする。

　径は, ( 図示 )とし, 使用箇所は図示による。

溶融亜鉛めっき高力ボルト

セットの種類

1種(F8T相当)

規格名称等規格番号等

建築基準法に基づき指定又は認定

適用箇所

図示

◎原則として本接合ボルトを仮ボルトとして使用しないこと。

◎仮ボルトの本数は標仕7.10.5（2）~（3）とし，本接合完了までの応力に対して検討を行うこと。

5章 鉄骨工事

1.一般事項 ◎製作工場は、国土交通大臣の認定による（M）グレ－ド工場とし、その証明となる資料を監督職員に提出する。

◎鉄骨製作工場には施工管理技術者を（置く、置かなくともよい）

◎工事現場には、鉄骨製作工場名等を記載した板(30~35×45cm)（H.4.9.30住指発第347号）を掲示すること。

◎鋼材は次による。2.材料

種類の記号 規格番号・規格名称等 適用箇所

照明鉄塔 柱

SS400 JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 照明鉄塔 一般部材、PL類

一般構造用炭素鋼鋼管

STKR400 一般構造用角形鋼管JIS G 3466 照明鉄塔 タラップササラ

STK400 JIS G 3444

6.溶接接合

◎開先の形状は、構造図による。

◎溶接部の余盛り高さは、ＪＡＳＳ６　付則６〔鉄骨精度検査基準〕付表３〔溶接〕による。

◎スカラップの形状は、図示による。

◎エンドタブ,裏当て金等は,梁フランジ等の端から,1~5mm残して,部材断面を欠損しないよう直線上に切断する.なお,切断線が交差

◎完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を（行う、行わない）。

◎溶接作業は、工場作業を原則とする

　ただし、やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること。

◎溶接技能者に対して、技量付加試験を(行う、行わない）。

　試験を行う場合の平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）は（2.5％、４％）とする。

◎エンドタブの切除は( 行う ・ 行わない ). 行う場合は図示による.

　する場合は,交差部をアール状に加工する。

試験の種類 試験箇所 試験数 備考

超音波探傷試験 標仕7.6.11突合せ溶接部

◎構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法は図示による。

◎アンカ－ボルトの保持及び埋込み工法は(Ａ・Ｂ・Ｃ)種とする。但しジャストベースはメーカー仕様による。

◎柱底均しモルタル工法は（Ａ・Ｂ）種とし，厚さは図示による。Ａ種の場合の無収縮モルタルは，製造所の仕様による。

7.工事現場施工 ◎鉄骨建方の精度は、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事付則６鉄骨精度検査基準」による。

ただし以下のものは図面による。

・特に精度を必要とする構造物あるいは構造物の部分。

・軽微な構造物あるいは構造物の部分。

8.溶融亜鉛めっき ◎形鋼，鋼板類の亜鉛めっきは，図示による。

◎りん酸塩処理の場合は，すべり耐力等を確認するものとし，確認方法は（すべり試験）とする。

　すべり試験の要領は、溶融亜鉛めっき高力ボルト技術協会の「めっき高力ボルト接合設計施工指針」による。

◎摩擦面の処理は，（ブラスト処理・りん酸塩処理）とする。工法

9章 舗装工事

◎盛土材料　B種

◎路盤材料は再生クラッシャーランとし、厚さは図示による。

◎再生加熱アスファルト混合物を（使用する）。

舗装の種類 部位 舗装の厚さ（ｍｍ）

アスファルト

◎舗装の平担性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする。

種別 表層、基層の別 種類 備考

再生加熱アスファルト混合物 表層 密粒度アスファルト混合物

◎六価クロム溶出試験を（行う・行わない）

◎締固め試験は（行う、行わない）。

1.路床

2.路盤

3.アスファルト舗装

◎砂の粒度試験は（行う・行わない）。

◎路床締固め度試験は（行う・行わない）。目標ＣＢＲは（　 ）以上とする。

◎路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験は（行う〔乱した土・乱さない土〕・行わない）

◎地域は（一般地域・寒冷地域）とする。

◎現場ＣＢＲ試験を（行う　・　行わない）

◎路盤の厚さは,設計厚さを下回らないこととする.

◎シールコートは( 行う ・ 行わない ).

◎アスファルト混合物の抽出試験は( 行う ・ 行わない ).

◎切取り試験を（行う　・　行わない）

◎表層の厚さは,設計厚さを下回らないこととする.

道路復旧部 50

7章 塗装工事

4.インター
ロッキング舗装

◎舗装の平たん性は，歩行に支障となる段差がないものとする。

インターロッキングブロック

区分 備考クッション材

8章 フェンス工事

1.防風柵、開き戸 ◎有孔折版 高耐食性めっき鋼板

1.一般事項 ◎防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする。

2.耐候性塗料塗り
（DP） 区分 種別 備考素地ごしらえ

亜鉛めっき面 標仕18.7.3 A種

6章 左官工事

3.コンクリート
直均し仕上げ

◎施工箇所 基礎天端(見え掛かり部)金こて押え

錆止め塗料 屋外

B種

上塗りの等級

3級(ポリウレタン樹脂)

砂 厚30 既存材を取外し再設置

歩行者用 砂・路盤は新設(路床補正、

路盤敷均し・締固め共)

部位

歩道復旧部

コンクリート面 標仕18.7.4 C種 A種 3級(ポリウレタン樹脂)



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

付近見取図

共-05令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

1/3000
A2:100 ％

A3:70.7％

76

野外交流の郷

南阿波ピクニック公園

海老ケ池
蛇王運動公園

野球場

34、41、47-5、47-6、47-7、47-19、51-10の各一部

35、36、37、38、39、40及び

徳島県海部郡海陽町浅川字西福良

工事場所

イベント広場

ｾﾝﾀｰﾊｳｽ

交流棟

トイレ棟

海洋ｾﾝﾀｰ
屋内温水ﾌﾟｰﾙ

炊事棟

体育館

ｻﾆﾀﾘｰﾊｳｽ

炊事棟
炊事棟

炊事棟

炊事棟

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰﾊｳｽ

海のｽﾃｰｼﾞ

徳島県南部防災館

炊事棟

海陽町
防災対策施設

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ

休憩所

投球練習場

便所

駐車場

ﾃﾆｽｺｰﾄ

遊具

管理棟

駐車場

駐車場

受水槽

トイレ棟

ｺﾃｰｼﾞ

仮設復興
住宅型ｺﾃｰｼﾞ

住宅型
ｺﾃｰｼﾞ

ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞ

ﾊﾞｯｸｽｸﾘｰﾝ



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-01令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

現況配置図

A2:100 ％

A3:70.7％1/1000

駐車場

受水槽

休憩所

駐車場

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

9
,
0
0
0

敷
地
境
界
線

1F便所､2F放送室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

道路

道路

植栽

植栽

植栽

0 2 5 10m

室内練習場

400
0

審判控室

外周：アンツーカー舗装W=2,500

ネットフェンス
H=1500×205.0m

側溝：ゴム製グレーチング　600×300×t15

内野防球ネット(一塁側)

H=10.0m×100m

ネットフェンス
H=800×80.5m

外野防球ネット
H=5.0m×100m

5,000 5,000
3,000

内野防球ネット(三塁側)

H=10.0m×100m
ネットフェンス

H=800×80.5m

芝
舗
装

芝舗装 芝舗装

芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

黒土混合土

：インターロッキング舗装

芝舗装

芝舗装

休憩所



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-02令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

計画配置図

A2:100 ％

A3:70.7％1/1000

駐車場

受水槽

休憩所

駐車場

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

9
,
0
0
0

敷
地
境
界
線

1F便所､2F放送室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

道路

道路

植栽

植栽

植栽

0 2 5 10m

室内練習場

400
0

審判控室

NO1

NO2

NO3

NO4

①照明塔4基新設工事
②受変電設備新設工事、発電機設備新設工事、目隠しフェンス新設工事

工事概要

BM±0

階段横の塀足元

-870

-1030

-1670

-920

-1780

-1870

-1390

-2010

-1880
-2480

+10

-80

+80

-10

±0

+160

+70-60

+10

±0

-1480

-2080

-1410

-830

-660
-1420

-1610

-950

-1410

レベル計画凡例
数字はBM基準での床仕上がり高さを示す

+10

2000

3
0
0
0

2
5
0
0

4
7
5
0

6000

6000 250
0

375
0

3250

475
0

・受変設備工事
・発電機設備工事
・目隠しフェンス工事



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-03令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

仮設計画図

A2:100 ％

A3:70.7％1/1000

駐車場

受水槽

休憩所

駐車場

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

9
,
0
0
0

敷
地
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界
線

1F便所､2F放送室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

道路

道路

植栽

植栽

植栽

0 2 5 10m

室内練習場

400
0

審判控室

NO1

NO2

NO3

NO4

①基礎掘削部、照明架台仮置き部を囲うようフェンスバリケードH=1.8m程度を設置する
　 適宜人力で可変できる仮囲いを予定する
　 強風対策、転倒防止対策、夜間照明設備の設置を行う
②建て方車両及び鉄塔積み車両は仮囲いの外での配置とし作業時は
　周辺に交通整理員2~3名配置し通行人及び通行車両の誘導を行う
③道路は片側通行止めとし残りの片側で一般車両が通行可能な状態とする
　 但し、NO3支柱の建設時は全面通行止めを予定する
④グラウンドに降りる用の動線確保のため階段部分は塞ぐことが出来ない
⑤荷揚げ重機設置場所には適宜、仮設養生敷き鉄板を設置する
⑥設備配管路掘削及び照明架台仮置きの際は適宜、仮設敷きプラスチック板にて養生を行う
⑦現場事務所、工事車両、資材置場等は野球場近接の空き地を利用とする
※詳細な仮設計画は施工時において、施工図提出のうえ関係者との協議により決定する

15
00
0

荷揚げ重機70tラフタークレーン
作業半径15m以内を想定

鉄塔運搬車両

仮囲い　H=1800mフェンスバリケード

交通誘導員

工事仮設計画

・現場事務所
・工事車両
・資材置場



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

1/50
A2:100 ％

A3:70.7％各照明塔高さ計画図

A-04

2
3
0
0
0

1
4
0
0

▼BM±0

▽N02施工場所GL1
0
0
0

2
3
0
0

▼N値15

3
3
0
0

4500×5800×2100

2
1
0
0

7
0
0

3
0
0

2200×2200×1000

2
3
0

N01 N02

N03

N04

1
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0
0
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4500×4500×2500

2200×2200×1000

1
0
0
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2
4
0
0

1
3
-
2
.
4
=
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0
.
6

1
0
6
0
0

▽グラウンド内レベル

2
2
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0

2
3
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0

9
0
0

N01施工場所GL ▽N03施工場所GL

4500×8000×1500

2200×2200×1000

1
5
0
0

7
0
0

2
2
7
7
0
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7
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▽N04施工場所GL1
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2
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1
0
0
0

1塁側歩道内 ライト側
スタンド内

3塁側歩道内

レフト側
スタンド内

4000×4000×3500

21灯

2200×2200×1000

1
2
0
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2
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0
0
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21灯

1
0
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15灯

3
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※岩盤撤去

5
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1
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3
0
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1
0
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1
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1
0
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0
1
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0

▼岩盤層

▼岩盤層

▼岩盤層2
3
0

▼岩盤層

1
0
0

15灯

7
0

7
0 7
0

7
0

-1725▼

-895
▼

-745
▼

-1450▼

各所、基礎底面部の地質により基礎形状が決定さているため
施工時においては根切り底の地質確認を工事監理者立会のうえ行うこと



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-05令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

ボーリング位置図

A2:100 ％

A3:70.7％1/600
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NO1
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NO44850
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0

4350

5
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5850
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0

6000

BorNo.2
H=BM-1.03ｍ
L=16.00ｍ

BorNo.1
H=BM-0.04ｍ
L=6.00ｍ

BorNo.3
H=BM-0.07ｍ
L=4.00ｍ

BorNo.4
H=BM-0.96ｍ
L=5.00ｍ

BM±0

階段横の塀足元



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-06令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

ボーリング柱状図 1

A2:100 ％

A3:70.7％



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-07令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

ボーリング柱状図 2

A2:100 ％

A3:70.7％



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-08令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.1 基礎配筋図

A2:100 ％

A3:70.7％1/50

塔正面

開き止め筋　1-D13

腹筋　5-D16

2
0
01
0
0

照明塔アンカーボルト

上端筋　D16＠200

組立筋　D16@800

タテ

帯筋　D13@200

2
1
0
0

上端筋 29-D16@200

▽ B,M±0

2
1
7
0

2
3
0

9
3
0

4
5
0
0

5800

下端筋 29-D19@200

上
端
筋
2
3
-
D
1
6
@
1
9
5

下
端
筋
2
3
-
D
1
9
@
1
9
5

2200

2
2
0
0

1
1
5
0

1800 1800

1
1
5
0

100 5800 100

7
0
0

上端筋　D16＠195
ヨコ

下端筋　D19＠200
タテ

下端筋　D19＠195
ヨコ

1
0
0
0

▽ G,L

B.PL下端(G,L-230)▽

無収縮モルタル充填
厚み70(建築工事)

主筋　32-D19
フック付

2200

7
0

排水用パイプ　VP25

100 4500 100

2200

3　基　礎　工　法　：底盤位置N値15の砂礫層とする。

２

SD345 (D19)

2　鉄　　　　　　筋：SD295A(D13~D16)

1　コンクリート強度：Fc＝21N/mm

注　記

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
°

NO.3

20°

8
8
0

9
1
3
2
0

1320

φ1700

P,C,D1500

アンカー固定金具
[-150x75x6.5x10

PL-9x200x200

PL-9

24-φ49キリ

9

アンカー固定プレート

A A

A-A矢視図

アンカー固定金具

▽捨てコン上面

φ1
00
0

キ
リ
ヌ
キ

(
ア
ン
カ
ー
固
定
プ
レ
ー
ト
)

捨てコンクリート
砕石地業

2
1
0
0

7
0
0

3
0
0

面木
ヨコ

面木 タテ

(据付は建築工事)



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-09令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.2 基礎配筋図

A2:100 ％

A3:70.7％1/50 1/25

1
2
8
0

9
1
3
2
0

1320

φ1700

P,C,D1500

アンカー固定金具
[-150x75x6.5x10

PL-9x200x200

PL-9

24-φ49キリ

9

アンカー固定プレート

A A

A-A矢視図

▽捨てコン上面

φ1
00
0

キ
リ
ヌ
キ

(
ア
ン
カ
ー
固
定
プ
レ
ー
ト
)

塔正面

開き止め筋　1-D13

腹筋　6-D16

1
0
0

照明塔アンカーボルト

2
5
0
0

上端筋 23-D16@195

2
5
7
0

8
3
0

9
3
0

4
5
0
0

4500

下端筋 23-D19@195

上
端
筋
2
3
-
D
1
6
@
1
9
5

下
端
筋
2
3
-
D
1
9
@
1
9
5

2200

2
2
0
0

1
1
5
0

1150 1150

1
1
5
0

100 4500 100

1
0
0

上端筋　D16＠195
タ テ、ヨコ

1
0
0
0

B.PL下端(G,L+170)▽

2200

排水用パイプ　VP25

7
0

下端筋　D19＠195
タ テ、ヨコ

組立筋　D16@780

φ216.3

1
0
0 100（捨てコン）

7
0

6
4
0

（
砕
石
）

下端筋

鋼管杭φ216.3(STK490)

杭頭詳細 S=1/25

3900300 300

3
9
0
0

3
0
0

3
0
0

4-φ216.3(STK490) 先端羽根付鋼管杭
先端羽根径550　先端羽根厚25mm(SM490A)
上杭:φ216.3x12.7x6000(施工時調整のうえカット)
下杭:φ216.3x8.2x6000
杭長:L=11000

△ B,M±0

施工場所G,L△

1
7
0

1
3
0
0
0

帯筋　D13@200

無収縮モルタル充填
厚み70(建築工事)

主筋　32-D19
フック付

3　埋設回転杭工法　：N値50の岩盤層に300mm貫入する。

２

SD345 (D19)

2　鉄　　　　　　筋：SD295A(D13~D16)

1　コンクリート強度：Fc＝21N/mm

注　記

10°

7
0

8-D16

1
4
0

鉄板フタ

6
0
0
0

4
裏当て金

45°

アンカー固定金具

1
0
0

捨てコンクリート
砕石地業

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
°

NO.3

杭頭補強筋

1
0
0

面木

面木 ヨコ

ヨコ

面木 タテ

面木 タテ
H200程度

(据付は建築工事)

現状G,
L▽



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-10令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.3 基礎配筋図

A2:100 ％

A3:70.7％1/50

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
°

NO.3

2
8
0

9
1
3
2
0

1320

φ1700

P,C,D1500

アンカー固定金具
[-150x75x6.5x10

PL-9x200x200

PL-9

24-φ49キリ

9

アンカー固定プレート

A

A-A矢視図

▽ 捨てコン上面

φ1
00
0

キ
リ
ヌ
キ

(
ア
ン
カ
ー
固
定
プ
レ
ー
ト
)

塔正
面

開き止め筋　1-D13

腹筋　3-D16

1
0
0

照明塔アンカーボルト

上端筋　D16＠200

組立筋　D16@800

タテ

1
5
0
0

上端筋 40-D16@200

1
5
7
0

9
3
0

4
5
0
0

8000

下端筋 40-D19@200

上
端
筋
2
3
-
D
1
6
@
1
9
5

下
端
筋
2
3
-
D
1
9
@
1
9
5

2200

2
2
0
0

1
1
5
0

2900 2900

1
1
5
0

100 8000 100

上端筋　D16＠195
ヨコ

下端筋　D19＠200
タテ

下端筋　D19＠195
ヨコ

7
0
0

B.PL下端(G,L-230)▽

主筋　32-D19
フック付

2200

7
0

帯筋　D13@200

無収縮モルタル充填
厚み70(建築工事)

20°

アンカー固定金具

排水用パイプ　VP25
（別途）

100 4500 100

2200

3　基　礎　工　法　：底盤位置N値50の岩盤層とする。

２

SD345 (D19)

2　鉄　　　　　　筋：SD295A(D13~D16)

1　コンクリート強度：Fc＝21N/mm

注　記

A

1
5
0
0

▽B,M±0 G,L▽ 1
0
0
0

3
0
0

捨てコンクリート

7
0
0

2
3
0

面木
ヨコ

面木 タテ

1
4
0
0

風化岩

(据付は建築工事)



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-11令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.4 基礎配筋図

A2:100 ％

A3:70.7％1/50

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
°

NO.3

2
2
8
0

9
1
3
2
0

1320

φ1700

P,C,D1500

アンカー固定金具
[-150x75x6.5x10

PL-9x200x200

PL-9

24-φ49キリ

9

アンカー固定プレート

A A

A-A矢視図

▽捨てコン上面

φ1
00
0

キ
リ
ヌ
キ

(
ア
ン
カ
ー
固
定
プ
レ
ー
ト
)

開き止め筋　1-D13

腹筋　9-D16

1
0
0

照明塔アンカーボルト

排水用パイプ　VP25

3
5
0
0

上端筋 20-D16@200

▽ B,M±0

3
5
7
0

1
2
0
0

9
3
0

4
0
0
0

4000

下端筋 20-D19@200

上
端
筋
2
0
-
D
1
6
@
2
0
0

下
端
筋
2
0
-
D
1
9
@
2
0
0

2200

2
2
0
0

9
0
0

900 900

9
0
0

100 4000 100

1
0
0
0

タ テ、ヨコ

1
0
0
0

施工場所G,L

B.PL下端(G,L+1270)▽

2200

主筋　32-D19
フック付

上端筋　D16＠200
タ テ、ヨコ

下端筋　D19＠200

▽

1
3
0
0

7
0

帯筋　D13@200

無収縮モルタル充填
厚み70(建築工事)

3　基　礎　工　法　：底盤位置N値50の岩盤層とする。

２

SD345 (D19)

2　鉄　　　　　　筋：SD295A(D13~D16)

1　コンクリート強度：Fc＝21N/mm

注　記

10°

塔正面

24-ｯ49キリ

アンカー固定金具組立筋　D16@800

捨てコンクリート

面木

面木 ヨコ

ヨコ

面木 タテ

面木 タテ

(据付は建築工事)

現状G,
L ▽



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

杭設計施工標準

A2:100 ％

A3:70.7％

A-12

上杭

下杭



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-13令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

改修前舗装配置図、詳細図

A2:100 ％

A3:70.7％1/600 1/20

駐車場

受水槽

休憩所

駐車場

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

9
,
0
0
0

敷
地
境
界
線

1F便所､2F放送室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

道路

道路

植栽

植栽

植栽

0 2 5 10m

室内練習場

400
0

審判控室

BM±0

階段横の塀足元

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗
装

芝舗装

芝
舗
装

芝舗装 芝舗装

芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

芝舗装

芝舗装

芝舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ダッグアウト

倉庫
外周：黒土混合土

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

倉庫

黒土混合土

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗
装

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｷﾝ
ｸﾞ
舗
装

NO1

NO2

NO3

NO4

インタ ーロッキング舗装(取外し)

アスファルト舗装(撤去)

A 樹木(堀取り、伐採、抜根)直径0.8・H6.5ｍ程度

A

アスファルト舗装 カッター切り

縁石コンクリート
撤去

縁石コンクリート カッター切り

防球ネット取外し

防球ネット取外し部材は、場内仮置きとする。

アスファルトコンクリート厚50(PK-3共)

クラッシャーラン厚150

撤去(建築工事)

根切り(電気工事)

インターロッキングブロック厚60(取外し、一部撤去)

クラッシャーラン厚100

取外し、一部撤去(建築工事)

根切り(電気工事)

敷き砂厚30

インターロッキングブロック 取外し図 1/20

アスファルト 撤去図 1/20

200

3
0

1
0
0

4
0
0
~
8
0
0

撤去

根切り

縁石コンクリート 撤去図 1/20

捨てコン

クラッシャーラン

2
0
0
~
6
0
0



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-14令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

A2:100 ％

A3:70.7％改修後舗装配置図、詳細図 1/600 1/20

駐車場

受水槽

休憩所

駐車場

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

9
,
0
0
0

敷
地
境
界
線

1F便所､2F放送室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

道路

道路

植栽

植栽

植栽

0 2 5 10m

室内練習場

400
0

審判控室

BM±0

階段横の塀足元

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗
装

芝舗装

芝
舗
装

芝舗装 芝舗装

芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

天然芝舗装

芝舗装

芝舗装

芝舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ダッグアウト

倉庫
外周：黒土混合土

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

倉庫

黒土混合土

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｷﾝ
ｸﾞ
舗
装

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗
装

NO1

NO2

NO3

NO4

インタ ーロッキング舗装(再設置)

アスファルト舗装(新設)

縁石コンクリート
新設

防球ネット再設置

アスファルトコンクリート厚50(PK-3共)

再生クラッシャーラン厚150

インターロッキングブロック厚60(取外し材を再設置)

再生クラッシャーラン厚100

敷き砂厚30

インターロッキングブロック 詳細図 1/20

アスファルト 詳細図 1/20

200

3
0

1
0
0

4
0
0
~
8
0
0

縁石コンクリート 詳細図 1/20

捨てコン

再生クラッシャーラン

2
0
0
~
6
0
0

新設

新設

新設

路床補正、路盤締固め、ブロックの転圧を適切に行うこと

新設

再設置

面木

DP塗り



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

防風柵詳細図 1

A2:100 ％

A3:70.7％

A-15

1/30 1/100

5

4
0

5
1
0

5
1
0

5
1
0

5
1
0

2
0

防風パネル　t=0.8

20002000

9
0
0

□650

2
0
7
0

2
0
9
5

4
5
0

2
5

主柱

H100×100×6×8

2-幅止め金具　t=2.3

GL+0m

防風柵 H2000
（3山タイプ）W2000

開き方向

2
0
4
0

2
0
9
5

4
5
0

5
5

□100×100×3.2

□750

□300

3
0
0

落しφ19
舟形落し受付

ボルト式蝶番防風パネル　t=0.8L50×50×6

防風柵 H2000
（3山タイプ）

□60×60×2.3

□120×40×2.3

クッションゴム

φ38.1×2.3

施錠装置

L50×50×4

GL+0m

内 側

外 側

1
0
0
0

内　側外　側

□60×60×2.3

□100×100×3.2

500

（袖部）

4
0

5
1
0

5
1
0

5
1
0

5
1
0

2
0

袖付柱

H100×100×6×8

内　側外　側

Ａ

ＡＡ~Ａ視図

防風パネル　t=0.8

L50×50×4

L50×50×4

1
1
2
5

5
9
4
0

2
5

75×40×5

防風柵詳細図 1/30 防風柵 両開き門扉詳細図 1/30

防風柵割付図 1/100

2000 2000 2000 2000 2000 1000

11000

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

9
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0
程
度

2
0
0
0

6
5
0

5
0
0
程
度

2
6
5
0

（防風パネル遮へい率 ７９％）

［亜鉛めっき仕上げ]

防風柵 Ｈ２０００（３山タイプ）袖付き
防風柵ＨＰ 両開き門扉 Ｈ２０００×Ｗ２０００

基礎条件・・・長期許容地耐力　１００ｋＮ／

設計条件

基準風速・・・３８ｍ／ｓｅｃ
設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・Ⅲ

備考

本図門扉は外側開き、外側施錠・落しとする。２
．３．扉枠にはめっきの為の湯抜き穴を適所（見苦しくない位置）に設けるものとする。

ｍ2

１． 外装について

・主柱、袖付柱、門柱

　施錠装置、ボルト式蝶番

・・・

・・・
　落し、幅止め金具

・ボルト・ナット

・・・

ＨＤＺＴ７７（ＨＤＺ５５相当）

・防風パネル

ＨＤＺＴ５６（ＨＤＺ４０相当）

ＨＤＺＴ４９（ＨＤＺ３５相当）

・・・ 亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきＫ２７

・扉枠、形鋼

　門柱キャップ



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

防風柵詳細図 2

A2:100 ％

A3:70.7％

A-16

1/5 1/10

5
1
0

5
1
0

2
0

主柱

t=0.8

防風パネル

5
4
0

5
4
0

5

17.5

35 1965

2000

17.5

351965

2000

15

100

7015

BN M10

（W2枚、SW付）
H100×100×6×8

防風パネル取付図［袖部］ 1/5

L50×50×4

H100×100×6×8
（W2枚、SW付）

BN M10 防風パネルt＝0.8

ａ~ａ視図

75×40×5

（W2枚、SW付）
BN M10

2-M10中W

ｂ~ｂ視図
H100×100×6×8

主柱

t=0.8
防風パネル

（W2枚、ライナ－中W2枚、SW付）

BN M10

2000500

（袖部）ａ

ｂ

ａ

ｂ

L50×50×4

ライナ－

（W2枚、SW付）

BN M10

防風パネル取付図［一般部］ 1/5

開き方向

門柱・扉枠位置関係図 1/5

83 22

3
7

門柱

扉枠

□100×100×3.2

［門柱部］

門柱

扉枠

L50×50×6

（W2枚、SW付）

BN M10

防風パネルt＝0.8

（W2枚、SW付）

BN M10

施錠装置図 1/5

2-φ15

PL6

φ38.1×2.3

施錠装置

ｃ

ｃ

ｃ~ｃ視図

1
5

1
7
0

1
7
0

1
7
0

1
5

5
4
0

1
5

1
7
0

1
7
0

1
7
0

1
5

5
4
0

0.8

45

10-12×20

17.5 17.5

1965

防風パネル図 1/10



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

既存防球ネット取外し再設置詳細図

A2:100 ％

A3:70.7％

A-17

1/60

ネット：リヒレン660Ｔ/28本、40ｍｍ目

10000

出入口カーテンネット

コンクリートポール

4
1
0
0

5
0
0

12000

5
0
0
0

10000

5
5
0

4
6
2
5

4
6
2
5

2
0
0

1
0
0
0
0

6
1
5
0

2
0
0

1
0
9
5
0

コンクリートポール

防球ネット取外し再設置
ジョイントビーム、カーテンネット共取外し再設置

ジョイントビーム

ジョイントビーム

ジョイントビーム

現状維持現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

































工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

E-16令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.1 全体図

A2:100 ％

A3:70.7％1/100 1/50 1/33

[-150x75x6.5x10

Z2▽

Z1（歩廊）▽

全体図 S=1/100

PL-32

24-φ49キリ

塔正面

LED投光器

φ1150

　定期的に点検、確認し、補修をお願いします。

※ポール内は水抜き配管を設置して下さい。結露等により水が溜まり、電気設備に悪影響を与 える場合があります

※ポールジョイント部はコーキング材で密閉していますが、経年劣化により電気設備に悪影響を与 える場合があります

※アンカーボルトフレームは本工事とします。据付けと基礎躯体（根巻部含む）は建築工事とします。

※昇降タ ラップは、溶融亜鉛メッキの熱影響により、若干の歪みがあります。あらかじめご了承下さい

４.製作工場：Mグレード・ISO9001･ISO14001認証工場とし、照明鉄塔の製作に関して多く(150件以上)の鉄塔製作の実績のある工場とする。

３.設計条件：基準風速38ｍ/sec　地表面粗度区分 ㈽

５.製作基数：　 1基　

B.PL-32

ベースプレート平面 S=1/50

塔正面

24-φ53キリ
M48 A.BOLT
(ABM400)

Rib PL-16
スカーラップR30
h=450

φ914.4

JOINT2平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-22

JOINT1平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-32

Rib PL-16
スカーラップR25
h=300

2x20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

Rib PL-12
スカーラップR25
h=150

20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

7200

5400

O.D.914.4

P.C.D.760

φ680
キリヌキ

塔正面

Z1平面図 S=1/50

3
7
0

9
5
5
5
2
2
0

200
4-φ19キリ

曲げPL-6

投光器取付座 S=1/33

踊場１

特記外材:L-75x75x6

▽

マンホール中心▽

BASE PLATE▽

24-M48 A.BOLT

防護柵：RB-φ16

100

2
5
0

マンホール
SUS製ガラリ付

[-125x65x6x8

Z3▽

1100

1250

2
3
0
0
0

1
0
3
5
0

1
0
3
5
0

2
3
0
0

3
0
0

=
1
8
0
0

2
0
0

1
4
0
0

1
0
0
0

9
5
01
6
5
0

踊場2▽

踊場3▽

JOINT 1▽

JOINT 2▽

TOP PLATE▽

P.C.D.880

φ680
キリヌキ

P.C.D.760

O.D.1650

P.C.D.1500

φ1000
キリヌキ

φ1150

O.D.1700

P.C.D.1500

φ1300
キリヌキ

O.D.1032.2

有
効
開
口

1
3
0
0

L-50x50x6

FB-50x6

XG-22

各踊り場平面図 S=1/50

塔正面

塔内タラップ
ササラ：φ42.7x3.2

　 　
ケーブル支持金物
FB-50x6
@1500

(SPHC)

2
8
0
2
5
0

350

300

4
0
0

ケーブル支持金物
FB-50x6
@1500

2
5
0

4
0
0

350 塔内タラップ
ササラ：φ42.7x3.2

　 　　　　

下部マンホール平面図 S=1/50

塔正面

タンブラスイッチ
試験端子BOX

50°

塔正面

Z2平面図 S=1/50

塔正面

Z3平面図 S=1/50 特記外材:L-75x75x6

H-125x125x6.5x9

PL-9

[-150x75x6.5x10

プルボックス

投光器取付座
PL-6.0

投光器取付座
PL-6.0

1
1
0
0

2
5
0

8
5
0

1
1
7
5

2
5
0

9
2
5

1
2
5
0

2
5
0

1
0
0
0

5400

2700 2700

700 2000 2000 700

H-148x100x6x9

6300

3150 3150

1150 2000 2000 1150

45°

[-150x75x6.5x10

[-150x75x6.5x10

H-150x150x7x10

7200

3600 3600

1600 2000 2000 1600

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10

XG-22
(SPHC)

H-148x100x6x8

7
2
5

H-150x150x7x10

900 900 900 450
900900900450

900
900

900

60°

2
0
0

L-50x50x6

XG-22
(SPHC)

1300
900

900 900 900

1300
900

注）メッキ業者との打合せにより、図面に記載のない穴を加工する場合があります。

5800

2
1
0
0

1
0
0
0

22002200

4500

3
0
0
7
0
0

B,M ±0 施工場所G,L▽

4-塔内灯

避雷針(JIS準拠)

埋
め
込
み
長
さ
1
3
0
0

アンカーフレーム詳細図 S=1/50

24-M48 A.BOLT
(SNR400B/ABR400)
5N,2PW

基礎天端

注 記

１.材質：特記なき限り一般構造用鋼材（SS400及びSTK400）及びその相当品とする。

２.表面仕上：溶融亜鉛メッキ（JISによる）後、外面のみ指定色塗装（ポリウレタ ン）とする

200

2
0
0
0

8
0

1
9
2
0

3
2 S
=
1
5
0

S
=
7
5
0

7
0
0

75
C15

2
4
0
7
5
5
5

7
0

46｡

但し、ボルト類及び床（エキスパンドメタ ル等）は溶融亜鉛メッキまでとする

46｡

ステップ：RB-φ16

914.4

2
＠
9
0
0

3
7
0 5
5

2
4
0

φ1032.2

(
t
=
1
2
.
0
)

(
t
=
9
.
0
)

(
8
0
0
x
5
0
0
)

ステップ：RB-φ16

(
φ
9
1
4
.
4
×
9
.
5
)

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
° NO.3

誘虫器取付座
PL-6.0

溶融亜鉛メッキ(JISによる)

支柱及び架台鉄部

内部タ ラップ

エキスパンドメタル

HDZT77　以上

HDZT63　以上

HDZT49　以上

照明鉄塔と設備工事(電気工事・電保護設備)との取合い部の、支持金物・防錆防水性については、

相互に確認・打合せを行い、施工図にて詳細資料の提出すること。



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

E-17令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.2 全体図

A2:100 ％

A3:70.7％1/100 1/50 1/33

1
0
0

[-150x75x6.5x10

Z2▽

Z1（歩廊）▽

全体図 S=1/100

PL-32

24-φ49キリ

塔正面

LED投光器

φ1150

B.PL-32

ベースプレート平面 S=1/50

塔正面

24-φ53キリ
M48 A.BOLT
(ABM400)

Rib PL-16
スカーラップR30
h=450

φ914.4

JOINT2平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-22

JOINT1平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-32

Rib PL-16
スカーラップR25
h=300

2x20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

Rib PL-12
スカーラップR25
h=150

20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

7200

5400

O.D.914.4

P.C.D.760

φ680
キリヌキ

塔正面

Z1平面図 S=1/50

3
7
0

9
5
5
5
2
2
0

200
4-φ19キリ

曲げPL-6

投光器取付座 S=1/33

踊場１

特記外材:L-75x75x6

▽

マンホール中心▽

BASE PLATE▽

24-M48 A.BOLT

防護柵：RB-φ16

100

2
5
0

マンホール
SUS製ガラリ付

[-125x65x6x8

Z3▽

1100

1250

2
3
0
0
0

1
0
3
5
0

1
0
3
5
0

2
3
0
0

3
0
0

=
1
8
0
0

2
0
0

1
4
0
0

1
0
0
0

9
5
01
6
5
0

踊場2▽

踊場3▽

JOINT 1▽

JOINT 2▽

TOP PLATE▽

P.C.D.880

φ680
キリヌキ

P.C.D.760

O.D.1650

P.C.D.1500

φ1000
キリヌキ

φ1150

O.D.1700

P.C.D.1500

φ1300
キリヌキ

O.D.1032.2

有
効
開
口

1
3
0
0

L-50x50x6

FB-50x6

XG-22

各踊り場平面図 S=1/50

塔正面

塔内タラップ
ササラ：φ42.7x3.2

　 　
ケーブル支持金物
FB-50x6
@1500

(SPHC)

2
8
0
2
5
0

350

300

4
0
0

ケーブル支持金物
FB-50x6
@1500

2
5
0

4
0
0

350 塔内タラップ
ササラ：φ42.7x3.2

　 　　　　

下部マンホール平面図 S=1/50

塔正面

タンブラスイッチ
試験端子BOX

50°

塔正面

Z2平面図 S=1/50

塔正面

Z3平面図 S=1/50 特記外材:L-75x75x6

H-125x125x6.5x9

PL-9

[-150x75x6.5x10

プルボックス

投光器取付座
PL-6.0

投光器取付座
PL-6.0

1
1
0
0

2
5
0

8
5
0

1
1
7
5

2
5
0

9
2
5

1
2
5
0

2
5
0

1
0
0
0

5400

2700 2700

700 2000 2000 700

H-148x100x6x9

6300

3150 3150

1150 2000 2000 1150

45°

[-150x75x6.5x10

[-150x75x6.5x10

H-150x150x7x10

7200

3600 3600

1600 2000 2000 1600

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10

XG-22
(SPHC)

H-148x100x6x8

7
2
5

H-150x150x7x10

900 900 900 450
900900900450

900
900

900

60°

2
0
0

L-50x50x6

XG-22
(SPHC)

1300
900

900 900 900

1300
900

4500

2
5
0
0

1
0
0
0

22002200

4500

B,M ±0▽

4-塔内灯

避雷針(JIS準拠)

埋
め
込
み
長
さ
1
3
0
0

アンカーフレーム詳細図 S=1/50

24-M48 A.BOLT
(SNR400B/ABR400)
5N,2PW

基礎天端

200

2
0
0
0

8
0

1
9
2
0

3
2 S
=
1
5
0

S
=
7
5
0

7
0
0

75
C15

2
4
0
7
5
5
5

7
0

46｡ 46｡

ステップ：RB-φ16

914.4

2
＠
9
0
0

900 900 450
900

900450 投光器取付座
PL-6.0

▽施工場所G,L

3900300 300 3900300 300

1
3
0
0
0

先端羽根付鋼管杭
STK490 φ216.3

2
4
0
0

3
7
0 5
5

2
4
0

φ1032.2

(
t
=
1
2
.
0
)

(
t
=
9
.
0
)

(
8
0
0
x
5
0
0
)

ステップ：RB-φ16

(
φ
9
1
4
.
4
×
9
.
5
)

NO.4

NO.1

NO.2

キープラン

20°

10°

1
0
°

2
0
° NO.3

誘虫器取付座
PL-6.0

　定期的に点検、確認し、補修をお願いします。

※ポール内は水抜き配管を設置して下さい。結露等により水が溜まり、電気設備に悪影響を与 える場合があります

※ポールジョイント部はコーキング材で密閉していますが、経年劣化により電気設備に悪影響を与 える場合があります

※アンカーボルトフレームは本工事とします。据付けと基礎躯体（根巻部含む）は建築工事とします。

※昇降タ ラップは、溶融亜鉛メッキの熱影響により、若干の歪みがあります。あらかじめご了承下さい

４.製作工場：Mグレード・ISO9001･ISO14001認証工場とし、照明鉄塔の製作に関して多く(150件以上)の鉄塔製作の実績のある工場とする。

３.設計条件：基準風速38ｍ/sec　地表面粗度区分 ㈽

５.製作基数：　 1基　

注）メッキ業者との打合せにより、図面に記載のない穴を加工する場合があります。

注 記

１.材質：特記なき限り一般構造用鋼材（SS400及びSTK400）及びその相当品とする。

２.表面仕上：溶融亜鉛メッキ（JISによる）後、外面のみ指定色塗装（ポリウレタ ン）とする

但し、ボルト類及び床（エキスパンドメタ ル等）は溶融亜鉛メッキまでとする

溶融亜鉛メッキ(JISによる)

支柱及び架台鉄部

内部タ ラップ

エキスパンドメタル

HDZT77　以上

HDZT63　以上

HDZT49　以上

照明鉄塔と設備工事(電気工事・電保護設備)との取合い部の、支持金物・防錆防水性については、

相互に確認・打合せを行い、施工図にて詳細資料の提出すること。



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.3 全体図

A2:100 ％

A3:70.7％1/100 1/50 1/33

E-18

[-150x75x6.5x10

Z2▽

Z1（歩廊）▽

全体図 S=1/100

PL-32

24-φ49キリ

塔正面

LED投光器

φ1150

B.PL-32

ベースプレート平面 S=1/50

塔正面

24-φ53キリ
M48 A.BOLT
(ABM400)

Rib PL-16
スカーラップR30
h=450

φ914.4

JOINT2平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-22

JOINT1平面 S=1:30

塔正面

FLG.PL-32

Rib PL-16
スカーラップR25
h=300

2x20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

Rib PL-12
スカーラップR25
h=150

20-φ26キリ
M24 H.T.B.
F8T

7200

5400

O.D.914.4

P.C.D.760

φ680
キリヌキ

塔正面

Z1平面図 S=1/50

3
7
0

9
5
5
5
2
2
0

200
4-φ19キリ

曲げPL-6

投光器取付座 S=1/33

踊場１

特記外材:L-75x75x6

▽

マンホール中心▽

BASE PLATE▽

24-M48 A.BOLT

防護柵：RB-φ16

100

2
5
0

マンホール
SUS製ガラリ付

[-125x65x6x8

Z3▽

1100

1250

2
3
0
0
0

1
0
3
5
0

1
0
3
5
0

2
3
0
0

3
0
0

=
1
8
0
0

2
0
0

1
4
0
0

1
0
0
0

9
5
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PL-6.0

　定期的に点検、確認し、補修をお願いします。

※ポール内は水抜き配管を設置して下さい。結露等により水が溜まり、電気設備に悪影響を与 える場合があります

※ポールジョイント部はコーキング材で密閉していますが、経年劣化により電気設備に悪影響を与 える場合があります

※アンカーボルトフレームは本工事とします。据付けと基礎躯体（根巻部含む）は建築工事とします。

※昇降タ ラップは、溶融亜鉛メッキの熱影響により、若干の歪みがあります。あらかじめご了承下さい

４.製作工場：Mグレード・ISO9001･ISO14001認証工場とし、照明鉄塔の製作に関して多く(150件以上)の鉄塔製作の実績のある工場とする。

３.設計条件：基準風速38ｍ/sec　地表面粗度区分 ㈽

５.製作基数：　 1基　

注）メッキ業者との打合せにより、図面に記載のない穴を加工する場合があります。

注 記

１.材質：特記なき限り一般構造用鋼材（SS400及びSTK400）及びその相当品とする。

２.表面仕上：溶融亜鉛メッキ（JISによる）後、外面のみ指定色塗装（ポリウレタ ン）とする

但し、ボルト類及び床（エキスパンドメタ ル等）は溶融亜鉛メッキまでとする

溶融亜鉛メッキ(JISによる)

支柱及び架台鉄部

内部タ ラップ

エキスパンドメタル

HDZT77　以上

HDZT63　以上

HDZT49　以上

照明鉄塔と設備工事(電気工事・電保護設備)との取合い部の、支持金物・防錆防水性については、

相互に確認・打合せを行い、施工図にて詳細資料の提出すること。



工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 NO.4 全体図
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誘虫器取付座
PL-6.0

　定期的に点検、確認し、補修をお願いします。

※ポール内は水抜き配管を設置して下さい。結露等により水が溜まり、電気設備に悪影響を与 える場合があります

※ポールジョイント部はコーキング材で密閉していますが、経年劣化により電気設備に悪影響を与 える場合があります

※アンカーボルトフレームは本工事とします。据付けと基礎躯体（根巻部含む）は建築工事とします。

※昇降タ ラップは、溶融亜鉛メッキの熱影響により、若干の歪みがあります。あらかじめご了承下さい

４.製作工場：Mグレード・ISO9001･ISO14001認証工場とし、照明鉄塔の製作に関して多く(150件以上)の鉄塔製作の実績のある工場とする。

３.設計条件：基準風速38ｍ/sec　地表面粗度区分 ㈽

５.製作基数：　 1基　

注）メッキ業者との打合せにより、図面に記載のない穴を加工する場合があります。

注 記

１.材質：特記なき限り一般構造用鋼材（SS400及びSTK400）及びその相当品とする。

２.表面仕上：溶融亜鉛メッキ（JISによる）後、外面のみ指定色塗装（ポリウレタ ン）とする

但し、ボルト類及び床（エキスパンドメタ ル等）は溶融亜鉛メッキまでとする

溶融亜鉛メッキ(JISによる)

支柱及び架台鉄部

内部タ ラップ

エキスパンドメタル

HDZT77　以上

HDZT63　以上

HDZT49　以上

照明鉄塔と設備工事(電気工事・電保護設備)との取合い部の、支持金物・防錆防水性については、

相互に確認・打合せを行い、施工図にて詳細資料の提出すること。
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川端壮一郎
図面名

令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事

照明鉄塔 架台詳細図(15灯用)

A2:100 ％

A3:70.7％1/60 1/30 1/15

E-20

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

M
1
6
x4
5

1
3

手摺配置 S=1/60図

Z2▽

Z1（歩廊）▽

塔正面

Z1平面図 S=1/60

防護柵：RB-φ16

特記外材:L-75x75x6

[-150x75x6.5x10

プルボックス

Z3▽

投光器取付座
PL-6.0

投光器取付座
PL-6.0

1
1
0
0

2
5
0

8
5
0

1
1
7
5

2
5
0

9
2
5

1
2
5
0

2
5
0

1
0
0
0

5400

2700 2700

700 2000 2000 700

H-148x100x6x9

6300

3150 3150

1150 2000 2000 1150

塔正面

Z2平面図 S=1/60

45°

[-150x75x6.5x10

塔正面

Z3平面図 S=1/60 特記外材:L-75x75x6

[-150x75x6.5x10

H-150x150x7x10

7200

3600 3600

1600 2000 2000 1600

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10

XG-22
(SPHC)

H-148x100x6x8

7
2
5

H-150x150x7x10

H-125x125x6.5x9

900 900 900 450

60°

上部マンホール中心

正面立面図 S=1/60

側面立面図 S=1/60

45° 45°

725102865 725 10 2865

725101965 725 10 1965

2
0
0

L-50x50x6

XG-22
(SPHC)

900 900 900

1300
900

2
3
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

2
0
0

7200

3600 3600

1800 450 450 1800

5400

900 1800 1800 900

6300

1250

1175

1100

500 600

2
3
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

2
0
0

2
3
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

2
0
0

7200

3600 3600

1600 2000 2000 1600

[-150x75x6.5x10

[-125x65x6x8

7252865 10 725 286510

1965
10

725 1965

10

725

H-125x125x6.5x9

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10

正面断面図 S=1/60 特記外材:L-75x75x6

Z2▽

Z1（歩廊）▽

Z3▽ H-125x125x6.5x9

側面断面図 S=1/60

1250

1175

1100

2
3
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

2
0
0

72510515

365 10 725

3
0
0

1
0
0
0

踊場4

吊りピース詳細 S=1/15

R6
0

ｯ60穴

1
2
0

8
0

22

6060

120

6
0

1
4
02
0
0

5

2
3
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

2
0
0

4
0
0

7
0
0

250

防護柵：RB-φ16

手摺：L-50x50x6

290

40 60 90 60 40

10
1
5
0

3
0
9
0
3
0

8
0

4
04
0

350

40 60 150 60 40

8-φ22キリ
M20 H.T.B F8T

4-φ22キリ
M20 H.T.B F8T

JOINT詳細 S=1/15

4
5
0

1
5
0

1
5
0

P.BOX中心

1350 1350

S.PL-9x150x290
2-S.PL-9x60x290

1
1
0
0

=1000=600

5
0
0

900900900450

900900900

1300
900

PL-9

250

2-S.PL-9x80x350

3
7
0

5
5

2
2
0

200 200
4-φ19キリ

曲げPL-6

投光器取付座 S=1/15

100

2
5
0

75 C15

2
4
0

7
5
5
5

9
5

9
1
4
.
4

8
6
0

TOP PLATE平面図 S=1/60

※避雷針取付座
PL-9

TOP PL-9
塔正面

※JOINT2平面 S=1/30

塔正面

1
2
0

2
5

2
5

1
2
0

※導線引出金物詳細 S=1/30 ※試験端子箱取付台座詳細 S=1/30

1
0
0

5
0

2
5
2
5

5
0

2
5

2
55
0

※

※塔内灯取付台座詳細 S=1/15

※ケーブル支持金物詳細 S=1/15

100

5
0

2
5

2
5

2
5

2
5

2
6
0

180

3
2
0

下部マンホール中心

FB-50x6
φ13キリ

[-75x40x5x7 2-φ13キリ

5
0

2
5
2
5

400

300

5
0

2-φ※キリ FB-50x6

2-φ13キリ FB-50x6

4-φ※キリ
PL-6

50

1006

4
5
0

導線引出金物（支給品）
[-75x40x5x7に全周溶接留 5

0
0

5
0

300

R30

2-φ13キリ

試験端子箱

3
0
0

2
0
0

2
8
0

4-φ22キリ

[-75x40x5x7

※プルボックス取付台座詳細図 S=1/30

1
5
0

1
5
0

400

3002-φ13キリ

5
0

2
5
2
5

FB-50x6

2
0
0

2
0
0

踊り場1

FB-50x6
避雷導線管取付金具
φ13キリ

導線引出金物（支給品）
[-75x40x5x7に全周溶接留

架台床面

導線引出金物（支給品）
[-75x40x5x7に全周溶接留

45°

導線引出金物（支給品）
[-75x40x5x7に全周溶接留

※JOINT1平面 S=1/30

塔正面

4-φ27穴(メッキ抜き穴)
塔柱メッキ後、M24x40B,N
(メッキ)にて栓
ボルト周囲はコーキング

導線引出金物（支給品）
[-75x40x5x7に全周溶接留

3
0
0

4
0
0

400
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会社 川建設計
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川端壮一郎
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令和７年度 蛇王運動公園野球場照明設備新設工事
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